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パ ソ コンによるMEテ キ ス トの分析 を思い立ってか ら早 くも3年 が過
ぎた。 これ までに本誌 に研究 ノー トとして2回,日 本中世 英語英文学会の
研 究発表会で3回,研 究の進歩状況 と成果 を発表 して きた.*(21我々 の研
究報告 に対 して予想 以上に多 くの方か ら質問や問 い合 わせ をいただ き,ま
たそ のことをきっかけ に生 まれた他の研究者 との交流 を通 じて,同 じよう
な考 え方 に基づいた研 究に着手 してい る方がいるこ とを知 り心強 く思 って
いる。手探 りで始めた研究であるが,様 々な方面 か ら貴重 なご意見 をいた
だ き,少 しずつ方向 を修正 しつつ今 日に至 っている。 また3年 間の 間に機
器の面 で も大 きな進歩があ り,方 法論 も当初 とはだいぶ異 な って きてい る。
我 々の もとに寄せ られる問い合 わせ の内容 として多 いのは,よ り具体 的
にパ ソコ ンによる分析 の方法 を教 えて ほ しいという もの である。「…現 在
普及 しているパ ソコンが あれば,基 本 的に誰 にで もで きる ものであ る。」
(1五TNE照89号p.28)とあ るが よ く分か らな いので,パ ソコ ンの素人
に も分かる ように教 えてほ しい とい うものである。そ こで今回の研 究 ノー
トでは,コ ンピュー タを利用 したテキス トの研究 とはどの ような ものなの
か,我 々の3年 問の試 み を紹介す ることで,具 体的 に示 してみたい。
色 々 な方 々 と交 流 す る 中で感 じた こ とは,な るべ く多 くの 人 に コ ン
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ピュー タの利 用 の利点 を知 って もらい,実 際にパ ソコ ンによる分析 を試 み
て もら うこ とが一番重要で あるとい うことである5我 々の研究 ノー トを読
んで,ひ と りで も多 くの方がパ ソコンに よるテキス トの分析 に着手 される
こ とを切 に願 う。*㈹ そ して将来,各 研 究者の成 果 を統合 し相互に研究者
間で利 用で きるデ ータバ ンクの ような ものが構築で きないか と期待 して い
る。*㈲ 我 々の活動が そのための一助 となれば幸 いであ る。
以下 本論で は,1で まずパ ソコ ンに よるMEテ キス トの分析 が どの よ
うに行 われるのか を述べ,そ の後作業手順 を追 って,2で コンピータヘ の
テキ ス}の 入力作 業 について,3で コ ンピュータを利 用 した分析作業 につ
いて,4で 分析結 果の出力作業 について,目我々が これ までに試 してきた こ
とを中心 になるべ く具体 的に述べてい くことにする。
1.パ ソコンに よるMEテ キス トの分析 とは?
コ ン ピュー タを利 用 したテキス トの研 究 とは どの よ うな ものなのか?
「パ ソコ ンによる」 といって も,コ ンピュータが研究 をす るわけではな く,
研究 の主体 はあ くまで研究者 にあ り,研 究者が うま くコ ンピュータを道具
として利用 して研 究す るとい うことである。その意味 で,研 究者が鉛筆 と
カー ドを道具 として使 って行 う従 来の研究 と同 じである。鉛筆がキ ーボー
ド,カ ー・ドが フ ロ ッピーディスクになっただ けであ る。 「なっただ け」 と
いって も,こ れ は大 きな変化であ り研究者に多大 の利益 を もたらす もので
ある。 このあ た りの こと,つ まりコンピュー タ利用 の利点 と限界,分 析の
具体 例 につ いて は,目注(1!に示 した1LTNEW589号 と9G号の該 当箇所 を
参照 されたい。以下 この節で は,研 究者が鉛筆 とカー ドでな くキーボー ド
とフロ ッピーデ ィス クを使 った場 合に,ど の よ うな作 業 手順 になるのか
(1.1〉,必 要 とな る機器 はどの ようなものか(1,2),を 説明 し,最
後 にMEテ キ ス トの分析 にコ ンピュー タを利 用す る上 で考 えなければな
らない こ と,忘 れ てはな らない こと(1.3)に ついて触 れる.
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1.1研究作業手順
コンピュータを利用 した研究手順を考える場合,次 の3段 階に分けて考
えるのが よいだろう。
① 入 力 → ② 分 析 → ③ 出 力
入力作業とは,分析 しようとするテキス トを何らかの方法でコンピュー
タが読めるかたちにすることである。具体的には2つの方法があり,文字

















えたりする段階が,上 の②でいう分析作業の段階。整理 したカー ドから目
的にあった文例や語の一覧表を作成したり,数に関す る表 を作成するのが,
③の出力作業の段階。これで分かるように,コ ンピュータを使 ったか らと
いって,何 か特別なことができるわけではないのであ り,基本的にコン
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ピュータがで きることは人 問にもで きることなのであ る。言い方 を換 えれ
ば,人 間が行 って きたことをコンピスータに手伝 わせて,楽 を しようとい
うこ とであ る。特 に,語 索引の作成 や頻度数 の集計な ど単調な作 業は,不
平 を言 わず しか も間違 わず に行 うコ ンピュータに任せ るに限 る。
1.2必 要 となる機器
ここ数年 の機器 の進歩 はソフ トウエ ァを含 めてめ ざま しい ものがあ り,
しかも価格が手の行 き届 き安い ところにどん どん降 りてお り,嬉 しいこと
で ある。 さて,ど れだけの機器があればテキス トの分析 をコ ンピュー タで
行 えるのか とい うことであ るが,一 応次 の ようなガイ ドライ ンを示 したい。
まず 第1に コンピュー タ本体 とモニタ とプ リン ト,こ れ はいわゆるパ ソコ
ンの3点 セ ットと呼 ばれる ものである。モニ タとプリ ンタについては本体
に接続可 能であれ ば特 に条件 はないが,本 体 の条件 として は16ビッ ト以..ヒ,
メイ ン ・メモ リ640キロ ・バ イ ト以上,RAM2メ ガ ・バ イ ト以上,フ ロ ッ
ピrデ ィスク ・ドライブが1つ 以上で あることが必要 であ ろ う。 また・ こ
れ らが 一体 になった形式 の もので も構 わない。さ らに この3点 セ ットに加
えて,ハ ー ドデ ィスクが あった方がよい。ハ ー ドデ ィスクは内蔵で も外付
けで も構 わないが,40メガ ・バ イ ト以 上が望 ましい。 もちろん,16ビット
より32ビッ トの機種 の方がす ぐれていることは明かであ り,記 憶容量 も大
きければ大 きいほ ど安心であるが,現 実的にみて,ど こに.でもあ りそうで,
誰にで も手の届 きそ うな もの となるとこれ ぐらいであ ろ うと思 う。
ソフ トウエアの方 は,研 究 目的 と分析作業方法 によφて大 き く変 わるの
で一概 に言えないが,我 々が これ までの研究で使用 した もの としては次の
よ うな ものが あ る:OSと してMS-DOS(Ver・3,3),エデ ィタと して
MIFES(Ver,5.0),ワープ ロと してTWINSTAR(Ver.2.1)と一太郎
(Ver,4.3〉,デー タベー・ス ・ソフ トと してdBASE皿Plus(Ver.1,0),表
計 算 ソフ トと してLotus1-2一・3(VeL2,0),特殊 な もの と してMic・
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rQ-OCP(Ver,2,0)。
以一ヒの機器 で,2.1で述べ る機械 による入力作業 以外 はすべて可能であ
るが,2,1で述べ る機械 による入力 を可能 にするた め には,こ の他 にイ
メージ ・ス キ ャナ と文字読 み と りソフ トが必要 に なる。 ただ し,こ れは
我 々の研 究作業の 中心ではないので,こ こで細 か く述べ るこ とは避 ける。
個 々の ソフ トウエ アが どのよ うな 目的に痺 われるかにつ いては,2の 入
力手順以降の項で順次説明 を施す こ とにす る。
1.3考 えな けれ ばな らない こ と ・忘れてはならない こと
MEテ キ ス トの分析 とい うこ とで,普 通のテキス トの分析 と異な りや っ
かい なの は,ま ず 第1にthomやyoghな どの特殊 文字の扱いであ る。 こ
れについて は7や3と い う数字 に置 き換 えて処理す るこ とを我 々は提案 し
て きた。判5)第2の 問題 と して,パ ンクチ ュエー シ ョンの問題が あ る。
ファクシ ミリにはほ とんどないが,意 味の解釈においては重要 な役割 を負
うので,こ れ までに も様 々な補筆 が検討 されて きている。一様 に決 め難 い
ことも多 く,こ れには多 くの問題が含 まれてい る。*㈲
忘 れてな らない ことは,研 究者がテキス トを読む とい う作業 である。パ
ソコ ンに入力 した だけではその テキス.トを読 んだ とは言 えないだ ろ う。
MEテ キス トを分析す るため には,パ ソフンを利用 して分析するだけに終
わるので はな く,作 品 自体 を理解す るためにテキス トに帰 って読む ことが
重要であ る。
また,パ ソコ ンによるMEテ キス トの分析 を計画 す るときに,こ の後
に述べ る3段 階 をまった く別々に考 えるのは危険で ある。 なぜ なら,こ の
3つは便宜上 の区別 にす ぎず,互 いに密接に関連 し合 っているので,目 的
にあった分析 をす るために は,そ れ に見合 った入力 作業 を行 っておかなけ
れぱならない し,必 要 とす る出力 を得 るためには,そ れにふ さわ しい分析








この作 業に関 しては1.1で述べた ように,機 械に よる入力 と人力 による
入力の2通 りがあ る。 「機 械 による入力」 とい うのは,イ メージ ・スキ ャ
ナを使 ってテキス トを図形 と して取 り込み,そ の後 に文字解析 ソフ トを利
用 してコンピュータの読め る形(文 字〉に変換 するというこ とであ る。一
方,丁人力 に よる入 力」 とい うのは,テ キス トを見なが ら人 問がキ ーボー
ドを打つ ことによって,文 字 を入力 してい くこ とを意味す る。 どち らの方
怯 にも長所 と短所があ り,一 概 にどちらが優 れているとは今 の段階では結
論づ けられない。ただ し,今 後文字解析 ソフ トの精度 が良 くな るにつれて,
「機械 による入力」が主流 になることは予想 される。目
また,最 近では,テ キス ト自体がすでに何 らかの磁気媒体(フ ロッピー
デ ィス クやCD-ROM〉 に繰 り込まれた状態で配布 ・販売 され るこ とが珍
し くな くなって きてい る。*の このような もの を利用で きれ ぱ,テ キス ト
の入力作業 に労 力を費 やす ことな く,分 析作 業 に移 る ことが可 能である。
ただ し,分 析 の 目的 に よっては,磁 気媒体か ら取 り入れ たテキス トに多少
の修正 が必要 になるこ ともあるだろう。 いず れにせ よ,こ の ような磁気媒
体上 のテキス トが普及 して くれば,パ ソコンによるテキス ト分析 はよ り容
易な もの とな り,大 きく進展 するであろう。そのため に も研究者間の交流
を広 め,デ ータの共有 をめざす必要があると考 える。
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2,1機 械 に よる入力1読 み と り機 について
我 々が試 したのは,PCR-SWAN(Ver.1.1)とい う文字読み と りソフ
トであるが,実 際の入力作業 には利用 しなか った。我 々の扱 ったテキス ト
が古 く,し みや 欠けた文字 があ った こ と もあ り,識 字 率が80%程度 と低
かった とい うのが,利 用 を見合 わせた一番 の理 由である。 しか し,そ れ以
来2年 近 くが過 ぎた し,機 能進歩 も相 当ある と考 え られるので,今 後近 い
時期 に他 社の ソフ トを含 めて,文 字読み とりソ フ トの利用 を再度検討 する
予定 であ る。
機 械に よる入力 とい って も,識 字率が どんなテ キス トに対 して も100%
にな るこ とは まず考 えられないので,結 局は人間の判断が必要 とな る。機
械の利用 が進め ば進むほ ど,機 械では どうして もうまく処理で きない とこ
ろでの人 間の作業 に,非 常 に重要 な意味がでて くる。機械 による入力 を導
入 した と して も,そ ういった労力 を階しんではいけないことを確認 してお
きたいD・
2,2人 力 による入力:ワ ープロソフ トとエデ ィタにつ いて
コ ンピ』・一タは多 くの分野に省力化 を もた らした反面,あ る意味で は,
それ に匹 敵す る くらいの労働 を人間に強い るこ とになった。それが 「人力
による入 力」作業である。磁気 メデ ィア上 のテキス トが再利用可能 という
こと,ま た機械 によって さまざまの処 理が施せ る とい うことがなければ,
到底,こ の作業 は労力 に見合 ったものにはな らぬであろう。
ワープロ ソフ トとエデ ィタで は,作 業その もの にはそれほどの差はない・
ただ し,ワ ー プロソフ トのなか には,飾 り文字 や印刷上必要 にな る制御
コー ドを含んだ,ア プリケ ーション固有のバ イナ リ ・ファイルを出力する
ものがあ るので注意が必要である。 この ようなバ イナ リ ・フ ァイル は,通
常,他 のア プリケーシ ョン ・ソフ ト(例 えば,デ ータベース ・ソフ ト)で
は読 む こ とがで きない。出力 フ ァイル してASCIIファイルが指定 で きる
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場合 には,そ の指定 を有効 にす ることで,デ ータの再利用 ならび犀共有が
はかれ る。
エデ ィタを利用す る場合 は,出 力フ ァイルの形式 を心配す る必要 はない。
エデ ィタは,印 刷 や文掌飾 りな どの機能 を持 っていないため,特 殊 な制御
コー ドを出力す るこ とはない、 またワープロソフ トと比較 して,エ デ ィタ
で は機能が簡略化 されてい るこ とか ら,軽 快な操作性 を期待す るこ とがで
きる。
2,3校 正 の重要性.
テキス トの入力段階 での ミスは,後 々研究成果全体に重 大な影響 を及ぽ
す。 これは,我 々の苦 い失敗談 であ るが,あ るテキス トのコ ンコー ダンス
を作 成する ときにこの段階で の校正があ まかったために,作 業分析 中には
その間違いに気付 かず,出 力作業が終わ ってか ら入力段 階での ミスを発 見
し,そ の修正1.こたいへ ん苦労 した覚えがある。入力段 階でのほんの一文字
の問違いのせ いで,出 力段階で は,10箇所以上の訂正を必要 とす るこ とも
あ る。
機械 を利用 しようが,人 力 によろ うが,入 力作 業 とい うもの には間違 い
はつ きもので ある。 したが って,こ の段階での校 正作業 というのが重要 な
のである.単 調で あ り,忍 耐 力 を必要 とす る作業であるが,こ れ をないが
しろに して先へ進 むと,大 変 な結果 を招 くことがある ということを肝 に銘
じてお くべ きであ る。
3.分 析作業 につ いて
この段階が研究の 目的 と一 番密接 な関係 にある。研 究の 目的が,あ るテ
キス トの語索引 を作成する ことなのか,あ る語 を含 む文 をすべ て抜 き出す
こ となのか・語の頻度に関す る分析 をす るのか,あ るいはあるテキス トの














パソコンによるMEテ キス トの最適な分析方法 を模索 して行 きたいと考
えている。
3.1dBASE皿Plusを使 った場合
これ は,散 文版の 『マ ンダヴ ィルの旅行 記』 を分析 する場合 に使 った方
法 であ る。 この分析 に関す る報告 は1ムT』〉EW589号を参照 して いただ
きたい。
この方法 は,鉛 筆 とカ ー ドに よる従来の研究方法に一番似 ていると言え
るだろ う。dBASE皿Plusというデー タベ ース ・ソフ トを使 って,コ ン
ピュータ上 に文例 カー ドを何枚 も作成す るとい うイメージである。 ただ し
1枚の カー ドを何通 りに も,ま た何度 も利用す るとい う点が,実 際 に紙の
カー ドに書 き出す従来の方法 と異なる。
コ ンピュー タ上 に一枚ずつ カー ドを作成 して い くこともで きるが,実 際
の作業 では効率 が悪 いので,ワ ープロを利用 してテキス トを入力 しておい
て,後 で一括 してdBASE皿Plusの方へ 変換 す るとい う方法 を取 った。
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これによって,コ ンピュータ上 に文例 とその現われ る場所 を示す ページ数
および行数 を書 いたカ.一ドを何枚 も作成 したことになる。
あ とは,調 べ たい項 目を決め,そ れの項 目を含 むカー ドを選 び出す作業
を させ る ことになる。た とえば,`grenざとい う語 につ いて調 べ たい場 合
は,`grene'とい う語 を含 むす べて のカー ドをコンピュー タ上 で検 索す る
こ とにな為。我 々が分析 したテ キス トの場合,カ ー ドの数 は4500枚裡度で
あるが,こ の中か ら`grene'とい う語を含 む文 をコ ンピュー タに選 ぴ出 さ
せ ると,1分 ほ どの間に15枚の カー ドを選 び出す ことがで きた。人間の 目
で行 うの と違い,誤 って見逃 す とい うことが ないので,間 違いな くすべて
を選 び出 して くれ る。試 み に人聞 の 目で数 えて あ る語 につい て,コ ン
ピュータで検索 させた結果 と比 較す る と,多 くの場合 人間が見落 と してい
た もの を発見す る ことになる。*(8)出力 につ いては,画 面上で確かめ るこ
とも,プ リンタを通 して紙 の上に印字す ることもで きる。 また,磁 気媒 体
に分析結果 だけを書 き出 してお くことも可能である。
この方法 の長所は,色 々な観 点か ら条件 を絞 り込 んで,何 回 も繰 り返 し
て検索 をや り直す ことが可能 な点であるが,欠 点は,一 つの カー ドに書 き
込め る長 さに制約があるために,長 い文 の場合に1枚 に収 ま りきらず困 る
点であ る。串⑲
3.2Micro-OCPを使 った場 合
これは,『彙 とナイチ ンゲ ール』 を分析す る場合 に使 った方法 であ る。
この分析 を始 めた 際の一番 の 目的 は,コ ンコーダ ンス を作成 す るこ とで
あ っ た。 こ の分 析 の成 果 と して,AC・ ηω痂 ηc畔6f加0瞬 研4∫加
M害ん`加4認6(明甲社,1992)があ る。 この ソフ トで どの ようなこ とがで
きるか を端的 に示 した具体例 であるので,こ の ソフ トに興味のあ る方 はぜ
ひ参照 していただ きたい。
この ソフ トの長所 は,語 索引 の作 成だけでな くコ ンコーダンスの作成 を
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比較的容易 にこなせ るこ と,ア ルファベ ットの配列 を自由に定義で きるこ
となどが挙 げ られる。MEテ キス トを扱 う場合,ア ル ファタ ットの配列 を
自由に定義 し直す ことがで きるの は非常 にあ りがたい。た とえば,yogh
の代 わ りに置 き換 えた3をgの 次の文字 として定義す るこ とがで きるの
で とて も便利である。短所 と して は,特 に,コ ンコーダンスの作成 は,膨
大 な記憶容量 を必要 とす るため,RAMデ ィスクやハー ドデ ィス クが ない
と事実上分析 不可能 ともいえる。*ao)
3.3自 作 のプログラム を使 った場合
韻文版 『マ ンダヴ ィル旅行記』 の語索 引 を作 る際に,プ ログラムを自作
した。 プログラムを自作 した理 由は,自 分 のプログラムが市販のそれ よ り
も優れ ている と考 えたか らではない。 当時,Micro-OCPを知 らなか った
ので,自 作する以外 になか った,と い うのが真相であ る。
しか し,プ ロ グ ラム を自作 す る こ とはい くつか の利 点 もあ る。Mic・
ro-OCPは,索引や語の頻度の他 に コ ンコーダ ンス を作成す るソフ トウエ
アであ るが,高 機能で あるがゆえに,処 理 にか な りの時間を要す る.必 ず
しも,コ ンコーダ ンスは必要で はな く,索 引あるいは語の頻度だ け知 りた
い ようなときには,機 能的 に単純 な 自作 の プログラムの方が高速であ る場
合が多い。韻文版 『マ ンダヴィル旅行 記』 の語索引 を出力す るめ に要 した
時間 は,わ ずか,数 十秒であ った。
もう一つの利点 としては,市 販 の ソフ トでは既 に仕様 が決って いるのに
対 し,自 作す る場合 には仕様 自体 を自分で決めることがで きるので,自 由
が利 くとい うことが挙 げ られ る。 しか し,こ れはプログラ ミングの能力 に




4、1モ ニ タの出力:画 面での閲覧
画 面上 でASCIIファイル を閲覧 す る場 合 には,ワ ー プロソ フ ト,エ
デ ィタなどを用 いるこ とがで きる。 また,編 集機能 を持 たない,も っぱ う,
フ ァイル を読むために用 いられ るフ ァイル ・ヴ ューアと呼 ばれるソフ トも
あ る。 ファイル ・ヴューアの利点は,デ ー タを誤 って修正す る心配がない
とい うことである。
デ ータペース用 のフ ァイル に変換 した ものに関 しては,そ れぞれのデー
タベ ース ソフ トを立 ち上げて,該 当す るフ ァイルを読 み込 む必要がある・
細 かな点 は,ア プ リケーシ ョン毎に異 なるので,こ こで詳述す ることは避
けたい。
4.2プ リンタヘの出力=紙 への印刷
エデ ィタで入力 したデ ータを印刷す る場合,印 刷 ツールが付属 している
場 合は,そ れ を利用す ることがで きる。 しか し,印 刷 ッールを利用するよ
りも,フ ァイルをワープロに読み込 んで 印刷す る方が,… 般 に,簡 単で あ
る。 またデー タベ ースや集計 ソフ トには印刷機能がつ いてい るので,さ ま
ざ まな検索結果 や集計結果 を出力す るには,そ の機能 を利用す るとよいで
あろ う。
また画面上でテキス トを読 むのに比べ,印 刷 された ものは読み易いので,
校 正段階での印刷 は必須であ る。
4.3記 憶装置への出力:磁 気媒体 として保存
磁気 メデ ィア上 のテキス トに施 した,さ まざまの処 理の結果 を保存 して
お くことで,時 間 を節約す ることがで きる。例 えば,あ るテキス トの総仕
様 語数が必要 になる度 に,デ ータベース ・ソフ トや集計 ソフ トを起動 して,
数 え直す とい うのは明 らかに,効 率的ではない。
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(本学文学部教授/同文学部非常勤講師/同文研博士後期課程在学中)
注111テ キ ス ト間 の 語 彙 の 異 質性 につ い て の詳 細 は次号 に ゆず る。
(2)「マ ン ダ ヴ ィ ル の 語 彙 一 パ ソ コ ンに よ る テ キ ス トの デ ー タベ ース 化 」(小
黒 ・木 村,1LTNE耶90号,pp.42-56),「MEテ キ ス トの デ ー タベ ー ス化 と
語 彙 研 究 ノー ト」(小 黒 ・木 村 ・赤 間,1LTNど 照90号,pp.42-56〉の2つ
の研 究 ノー トと,「マ ンダ ヴ ィル の 語 彙 一 パ ソ コ ンに よ る テキ ス トの デ ー タ
ベ ー ス化 と応 用 語 彙研 究 」(小黒 ・木 村 ,日 本 中 肚英 語 英 文 学 会 東 支 部 第6回
研 究 発 表 会,1990年6月23目,於 鶴 見 大 学),「散 文(コ ッ トン〉 版 と韻 文 版
「マ ンダ ンヴ ィ ルの 旅行 記 ∬ の 語 彙 」(木 村 ・赤 間,日 本 中世 英 語英 文 学 会 東 支
部 第7回 研 究 発 表 会,1991年6月29日,於 慶 応 義 塾大 学 ・三 田校 舎 〉,「『マ ン
ダ ヴ ィル の 旅 行 記」 の語 彙 」(小 黒,日 本 中 世 英 語 英 文 学 会 第7回 全 国 大 会 シ
ンポ ジ ウ ム1,1991年U月30日,於 広 島修 道 大学)の3つ の 口頭 発 表 の こ と。
函 我 々 の研 究 に興 味 を もた れた 方 か らの問 い合 わ せ歓 迎 。 どん な こ とで もお気
軽 に下 記 にお 問 い 合 わせ くだ さい 。 ま た,同 じ様 な 方向 の 研 究 をな さ って い る
方 か らの 連 絡 切 望1〒162東 京 都 新 宿 区戸 山1-24-1早 稲 田 大 学 文 学 部 英
文科 小 黒 昌 一 研 究 室
(4)この 目的 の た め に,EARS(Elect【onicArchiveResea【chSociety)との 提
携 を考 え て い る。EARSに つ い て は1LT2VEW390号,pp.105-107参照 。
㈲ この 数字 を 使 うこ と に関 す る利 点 な どに つ い て は,πTNE昭90号,p44
あ るい はAGoη`o箔ぬ"`θroぬθ0脚 肋 π4∫h8Nfg配加g"'♂(明甲社1992年1月)
の 「まえが き」 を参 照 さ れ たい 。
(61この 問題 の 難 しさ に 直 面 した の は,パ ソコ ン を利 用 してA(必 πσ㎝ぬ 榔3如
f加0観 朗4`加N㎏ 肋"即 々 を作 成 す る際 で あ り,そ の こ とは そ の 「ま え が
き」 に 詳述 した。
(71フ ロ ッ ピー デ ィス クに 入 っ た も の と して は,占 典 作 品(シ ェ イ ク ス ピ ア や
チ ョーサ ー な ど)が オ ッ ク スフ ォー ド出版 よ り販 売 され て い る。 あ る い は,コ
ンコ ー ダ ンス(書 籍)に フ ロ ッ ピ ー デ ィス ク をつ け た もの もあ る。 ま た,フ
ロ ッ ピー デ ィ ス クで は な くCD-ROMに 入 れ ら れ た もの と してOxfordEn・
gbshDictionaryonCD-ROMなどが み られ る よ うに な って きた 。
(呂)ただ し,こ れ は入 力 作 業 に 間 違 い な か っ た場 合 に限 る、
(91この 点 に 関 して は,1ムTj〉EW389号,p.27を参 照 され た い。
⑯ 大 きい テ キ ス トの場 合 も・何 回 か に分 け て 分析 す れ ば全 体 を分 析 す る こ と も
不 可 能 で はな い 。 しか し,も と も と この ソ フ トは大 型 コ ン ピュ ー タ用 に 開 発 さ
れ た もの をパ ソ コ ン上 で も使 え る よ うに簡 素 化 した もの な ので,大 きな テ キ ス
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トを分析する際には,大型コンピュータを利用する方が賢明かも知れない・
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